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岡 田 令 子
Karen　Blixen：Her　Symbolic　Style
Reiko　Okada
　　As　for　the　works　of　Karen　Bl重xen（1885－1962）containing　an　abu諏dant　an玉ount　of
figurative　expressioロs　like　metaphors　and　symbols，　a　specia｝　鵬ethod　should　be
apPlied　亡o　c正arify　the　characterist量cs　of　her　style．　So鵬e　of　the鵬　which　apPear　至n
“
THE　POET”are，　theref・re，　divided　int・three　groups：
1）the　mario薮nete　doll，　a　favorite　sublect　of　the　authores・s　and　the鵬ain　theme　of
th｛s　short　story，
2）　the　idea　of　an　earthly　paradise，　how　it　developed　by　the　hero　of　this　story，　and
3）　some　passages　remlndlng　of　Hans　Christian　Andersen’s　fairy　tales　and　showing
sもrong　emotio嶽al　h圭gb　lights　of　surprlse，　lealousy　and　envy．
　　After　the　survey　the　fol歪owi難g　poi鷺ts　are　outsta嚢di誕g　in　her　style：
a）　actions　of　i案n鵬ed｝at¢　daily　life　t◎　the　leve｝of　li亡erary　class三cs　hand｝ed　with　artistlc
effeCtiVeneSS　deVe10ping　and　Cre哉tin畠a韮eW　Symb・liC　Style，
b）　a　n疑mber　of　illustrative　pictures　metaphorical藍y　created　from　the　butto憩　of　the
sea，　a薮d
c）　she　shows　i議fluence　o壬｝｛a臓s　Christiafi　Andersen’s　fairy　ta玉es　and　his　technique
of　descrlption．
　　Karen　Blixen’s　picturesque　descrip亡量ons，　vivid　a隷d貌ost　delightfUl，　and　expressive
田essages　conveyed　in　this　story　are　prQved　もo　h＆ve　Q聡e　common　sQurce，　籠a田ely　童n
her　unusual　ta藍e撹of　i鵬a墓inati・n，　herρ・werful量nsight　into　hu騰a簸蓋lfe　as　well　as　her
profound豆ove　of　nature．
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1
　　　　　Det　see｝somme，　rigtvoksende　og　orieRtalske　ved　Karen　B｝ixens　f’ortellinger
er　ps　en　揃駐de　kun　ti璽syneladende．　Det　k◎mmer　af，　at　de　ikke　ganske　handier　om　det，
de　ser　ud　til　at　hand｝e　om．　I　hendes　digtn三ng　dおkker　den　沁dre　og　den　ydre
…d・n　hinaRd・n・・g　veg・t・ti・n　fra．　b・gge　egne　v・kser　i・d圭hinand・n・9・・d・id・n　af
hinanden，　】：）e　begivenheder，　hun　fort由kler　om，　har　vreret　igennem　en　ana董yse，　fer　de
igen　er　opstきet　ti｝　synligt　liv．　Ikke　en　三ntel｝ektuel　analyse，　der　opleser　i　begreber，
men　en　analyse　for　den　anskuende　eftertanker，　der　fastholder　det　sanse｝ige　bi茎｝ede　for
at　erkende　de　dybere　krcefters　spil．（Aage　Nenriksen，96．）〔訳は5章の後〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）
　昨夏ブリクセンの“夜のコペンハーゲンでの会話”（1953）について考察した際、この作品の中に
みられる多くの絵画的描写が非常に新鮮な印象を与え、これが彼女の作贔を特徴づけるものの一
つではないかと考えるようになった。しかしそれより数年前“詩人”についての小論（学報1974，
　　（21
3）でも彼女の作最のいたるところに挿入されたエピソードなどに駆使された絵画的説明がユニ
ー クなものであることを筆者は指摘した。それでいっかこのユニークなブリクセンの文体を検討
してみなければと考えてきた。もちろん文学作贔における“文体”は作贔内答と表褻一体ともい
える重要な要素であり、蟹頭にあげたオーエ・ヘンリクセンからの引用は、このブリクセンの作
風一一表現（外的世界）がどのように作鹸内容（内的世募）とかかわっているかを生い茂る植物
の比喩で的確に説明している。
　今回はブリクセンあ文体考察の手始めとして、処女作「七つの奇怪な物語」（1935＞から再度“詩人”
を取り上げてみたい。この作品集には、後日作者ブリクセンがより洗練され落ち着いた作品を創
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3｝
作するにいたるまでの自己を赤裸々にぶっつけたと思えるふしがあり、また“奔放”ともいえる
ほど縦横に躍動する想像力と創作意欲がうかがわれる。　心詩人”は作者の生まれ育ったルングス
テッドルンにほど近いヒルシュホルム（ホs一シュホルム）を舞台にしている。
2
　Karen　Blixen（1885－1962）とH．　C．　Andersen（1805－75）
　あるH読書中に思いがけずブリクセンの名前を見つけ驚いたことがあった。The　Wild　Swαn
（H．C．　Andersen伝記）の著者がこの書を“カーレン・ブリクセンの思い出にt’捧げていた。こ
の事実から英国の伝記作家Monica　Stirlingがブリクセンと浅からぬかかわりを持つことがう
かがえたが、それ以上に筆者の興味を誘ったことは、この童話作家H．C．　A（ホ・セ・アナセン〉
とブリクセンの関係がいかなるものかということであった。
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　プリクセンはH．C．A．の死後十年たって生れているが、彼女の家族の中には直接間接にK．C．A．と
っき合ったものが少くなかった関係上、年をとった家族を通じて彼女は彼を知っていた。ブリク
　　　　　（1）
センの祖父はH．C．A．とイタリー旅行をし、またH．C．A．は、ユラン（ユトラント半島〉にある
　　　　　　（2｝
Fri］senborg　を訪問して、子供たちに自分の童話を聞かせた折、“彼女の父”がアメリカの森の中
で生活していること、その時ある入が自分の童話を唯一の書物として持っていたことなどを聞い
1：勺
ていた。そのような理由もあってブリクセンは他の子供たちより一層、H．CAの童話作品に親し
んでいたであろうし、また成人してからも、アフリカ時代（1914～31）にもデンマークへ帰国し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4｝
てからも彼の作品を読んでいたであろうと思われる。
　実際“詩人”の中でブリクセンは櫨帝の新しい着物”，（　Kejserens　nye　Klteder又は“裸の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5｝
王様”）に一度ならず二度までも言及している。彼女の好んだシェイクスピアからの影響とK．C．A．
のいずれの影響が大きかったかは早急に云々できないにしても、デンマーク文学の伝統を受け継
ぐ現代作家の作晶一一ブリクセンをも含めて一一ガ巨匠H．C．A．の影響を受けたとしても決して不
　　　　　　｛6）
思議ではない。そこでその影響がブリクセンの創作活動にいかに及んでいるのか、筆者は改めて
強い興味と関心を覚える。
3
　文学作品の分析には数多くの方法があるが、やはり作品内容に適応した方法があるはずである。
今圃の場合、筆者はまずその最適な方法を見出さねばという難題にぶつかった。
　ブリクセンの最高傑作といわれる“悲しみの土地”（Sorg－Agre，1944）に鋭いメスを加えてい
るラーセン（E．S．　Larsen）は、彼女の散文に文体研究者が陥る多くの窟点があることを指摘し
ながら、次のように検討方法の方向づけを示唆している：
　　……シンタックスによる分析では、この短篇の総合的な晃解を得ることはできないtSつまり、
　　説明的で推論的などちらかといえば包括的で変化に竈んでいる従文や、簡潔な単文を長くリ
　　ズミカルに連ねた重文に打たれた、調和を与えリフアインされた句読点などを検討するだ
　　けではうまく分析できない。この短篇には比喩（billeder）とメタファーが多いが、それら
　　も一連の文脈の中で前後関係をとらえなければ、機能的に効果をあげているという強い印象
　　を読者に与えることはできないのだ。………　　　　　　　　（Prosaens　Mester，130）
　ラーセンはこのようにブリクセンの文体の考察には文脈の醜後関係で“billeder”や“metafor”
を兇た上で理解することの重要さを指摘している。
　上記の引用文で便宜上“比喩”と記したデンマーク語の“billeder”はH．C．A。のBitledbog
uden　Bttteder“絵のない絵本”のbillederで絵画の意昧だが、文体論上の用語としては比喩をも
含めもう少し広い意味をもっているようである。　“しばしばメタファーの形で表わされるがアレ
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ゴリーやシンボルをもこの範疇に入れる”　（Litteratur正eksikon，31）　，としているが、また
billeder－・metafor　とし、さらにmeta　for　m　billedligt　ord　e茎．　udtryk一絵i画的な語または
表現（Albeck，274）としているものもある。いずれにしろこのbillederは“抽象的及び具体的な事
象を深く堀り下げ、強調し明瞭にする”ことであり、鮮明な比較や対照的な絵で示されるもので
ある。
　ここで取り上げようとするブリクセンの散文は特に物語形式の短編NS　myte”であるから、その性
格上、抽象的な事象を極めて具体的な絵で表現していると考えられる。
　さらにラーセンは1
　　〔ブリクセンの〕叙述的描写の中で、より広い眺望を開くことができるものは、テーマ自体
　　の構造と、最少の支脈に到るまで、その構造が一貫している文体効果である。この作最〔悲し
　　みの土地〕では特に絵を使っていることで購造への手掛りをうることができるのだが、とは
　　いえ歴史的一分析的拡大鏡の下ではなく、総合的な拡大鏡一一一すなわちbillederを同類形
　　態にグループ分けすることによって明確になるのである。　　（ibid　l31，〔〕は筆者が挿入）
と述べbillederの重要性を指摘するとともに、従来行われていなかった総合的な方法が望ましい
としている。そこでこの小論もこれらのアドバイスを考慮しながら、“詩入”の中にみられる30余
のblllederにっいて考察してみた。
4
　その前に“billeder”とは切り離すことのできない物語のテーマに触れておくことがbilleder
そのものの理解にも必要である。
　ブリクセンは、われわれ人闘はマリオネット入形であり、人生は一つのマリオネット劇である
　　　　（11
と考える。すなわち目にみえない協る力”によって操作されている人間を象徴するものとして
マリオネットのテーマは直接あるいは間接に彼女の作愚に現れてくる。
　すでに少女時代（17歳位）にブリクセンはSαndhedenSん勘バ真実の報復一一一マリオネット
喜劇”という作晶を書き、家族の間で演じた。だがずっと後になって（ユ926年）初めてこの作品は
文芸雑誌“Ti｝skueren”（観客）の五月号（pp．329－344）に掲載された。これは彼女がアフリ
カへ渡る前のことであるが、帰国後、作家として祖瑠で再出発して聞もなく、同じ作品が1936年
には一幕のマリオネット喜劇として王室劇場で深夜上演されている。単行本として発行されたの
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
はさらに遅く1960年になってからである。その後もテレビでデンマーク、ドイツ、イタリーで放
　　　　（3｝
映された。
　「七つの奇怪な物語」の中の最初の作晶“ピサを回る道”では、ブリクセンは第4章を“マリオ冬
ット”（MariORetterne＞と題し、ここでこのテーマの核心とも考えられる台詞を魔女の撒から次
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のように語らせている。
　　マリオネット劇で何よりも大切なことは、作家の意図をはっきりさせておくことなのだよ。
　　これがおまえさんたちに伝えたい秘密なのだ。一一そしてこれこそ他のいたるところで人々
　　が一生懸命探し求めている真の幸福なのだよ。　　　　　　　（Veleae　omkring　Pisa，40）
　ブリクセンの深い人生哲学をかい間みる思いであるが、この小論で取り上げた短編集の最後の
作品特人”にも～貫してマリオネットのテーマが流れ、それを基調にして物語の枠組がしっか
りとでき上がっている。
　簡単な筋書：デンマークの田禽町ヒルシュホルムに住む顧問宮（マチーセン）は理想とする詩に
　　　　　　　　　　　　　　　　紛
よる楽園をその町に実現させるために、若い詩人（アナス）とその恋人（フランシーネ）を意の
ままに利用しようとするが成功せず、運命の復しゅうを受ける。
§
　以下Billederを（1＞マリオネツト入形に閣するもの、⑭理想の地上楽園の実現に関するもの、籏燈．
C．Andersenのパロディー、春の喜び、驚きなどに関する三つのグループに分け、解説を加え
て実例を列挙し、それにつづいて、引用文は原文のまま、第6章の後へまとめてつけ加えておく。
（i＞　“人形”
　（i）本文の“人形”を暗示する王の顔つき：
　ヒルシュホルムに起こった王室の悲劇についての短い物語から“詩人”は始まっており、その
中に“かわいい入形”という語が最初に用いられ、それを基調に人形のテーマが本文の中に～貫
して流れている。
　　〔空虚な顔付きで優雅、そして髪粉をつけ、コールセットをしたかわいい入形のように王
　　（クリスチャン七世）は馬箪で出かけてゆく。）
　（ii）古典的な理想を具えた“人形”：
　　　写
　マチーセンが初めてフランシーネを訪問した時に受けた印象は、温かみの感じられない抽象の
埋想を求めた鷲の人形のようであった。
　　〔彼女は小柄できゃしゃではあるが、美しくてまろやかな年若い女性で、人形のようにみえ
　　た。……彼女の最も特徴的なことは、その動作の軽やかさで、それは鳥の軽やかさであった。〕
（iii　〉プシケを感じさせる汰形”：
芸術作晶としていつまでも生きた“Psychen”の中のプシケの像を考えたのかも知れないが、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛1）
〔人形の中にはプシケのもつ何かがあった。〕と思えた。
　（iv）音楽に聞き入る幸福な“人形”：
　ある夜ふとしたことでマチーセンはりベルテ荘の一室でバレーをおどるフランシーネを見て大
そう驚く。その時の“人形”の顔は
　　〔幸福に輝き、静かに立って音楽に聞き入っていた。）
　（v）生き返った“人形”：
　じっとして動かなかった入形フランシーネは、ある楽章が始まると生命を吹き込まれ生き返っ
たように描かれている。
　　〔彼女の楽章が始まると急に入形は生き返った。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝
マチーセンの驚きは非常なものでジーッとそれを夜の庭から冤つめている。
　（vi）　おびえる“人形”の家の家具たち：
　フランシーネのバレーを見てからマチーセンは彼女との結婚を計画、求婚のためにりベルテ荘
へ出向くが、彼女が現われるまでマチーセンが待っている。
　　〔ハープシコードとオルゴール、それに椅子たちがまるで大人がやって来るのに驚く人形の
　　家の家具に似ていて、彼（マチーセン）を少し恐れるように背申を壁に向けて引き下った。
　　彼はそれらの家具をなだめるように、’私はこわすために来たのではないのだよ……ζと彼
　　らに蓄った。〕
　（vii）　“人形”で遊ぶ子供：
　アナスはフランシーネの結婚式のEには死のうと決心している。式も近づいたころアナスはフ
ラスシーネを真近に描写する。
　　〔アナスは彼女を見ていると、いつか自分が彼女を一人の子供と比べたことがあるのを思い
　　出した。自分のお気に入りの人形を、どんなことがあっても離すまいとしている子供。そこ
　　で、そのお気に入りの人形というのが彼惣身なのであった。〕
　（viii）　“人形”になった黛子供”：
　アナスがフランシーネの下を去るのだと彼女に告げた時には、二人の関係は逆転し、マチーセ
ンの見た冷たい人形は感購豊かな人形となる。
　　〔今度は彼女が入形で、それは一緒に着せ替えをして遊び、とても喜んでいる子供を離すま
　　いとしている人形なのであった。）
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（ix）道に迷った“人形”：
フランシーネはその恋人に兇捨てられ、心のバランスを全く失ってしまう。
　〔彼女は今や道に迷ってしまった、かわいそうな人形であり、彼（アナス）の手の中以外は、
　この世に行き場のない人形なのであった。〕
　（x）最高の芸術作贔：
　マチーセンは二人とお茶を飲み幸福感にひたっており、二人の動きをいつも楽しみながら兇て
いる。
　　〔高尚な古典芸術のそんな風な多くの作品が夏の夜、リベルテ荘の野菜細の中で動いていた。〕
　（xi）　こわれた“人形”　：
　恋人アナスに見捨てられたフランシーネは悲しみのあまり彼のそばを離れてりベルテ荘の方へ
渓る。そこヘアナスに射たれたマチーセンがはって行くが、彼女の形穏はすっかり変ってしまっ
ていた。
　　〔彼女の髪の毛さえ、腕のようにだらりと垂れ下っていた。彼女の生き生きした優しい人形
　　の顔は涙でくずれ、傷っいていた。人形は壊されてしまって、今ではその明るい臼もバラの
　　口も、白い平面にある黒い穴にすぎなかった。〕
　（xii）　絶望した“入形”　：
　ひどい仕打ちを受けたフランシーネは絶望に打ちひしがれ、立つことも坐ることもできないよ
うであった。
　　〔ちょうど子供が持って遊んでいる人形の中の鉛か、あるいは死んだ水夫たちの足にくくり
　　つけられていて彼らが海底に立って揺いでいるおもりのように、絶望が彼女をじっと立たせ
　　ていた。）
　（xiii）石になった子供を抱く’人形”：
　しかし射たれたマチーセンを兇たフランシーネは、自分の恋入は愛の証のために彼を射ったの
だと思い誤りそれに呼臨したかのように殺意をこめて石を引っこ抜く。
　　〔一生懸命にそれ（石）を両手でかかえ、年老いた魔法使によって石に変えられた彼女のた
　　だ～入の子供のように胸に抱きしめた。〕
　（xiv）聖なるマリオネット“人形”：
垂Lにまみれ瀕死のマチーセンは自分たちは詩の楽園にいると思い、最後の力をふりしぼってフ
ランシーネに呼びかける。
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〔“聖なる人よ、フランシーネや、聖なるものよ、このままでいいのだよ、聖なるマリオネッ
ト人形よ”と彼はいった。〕
（II）地上楽園の理想を実現するために：
　（i）詩作のための代作者：
　マチーセンは自分が詩入でないことがわかると、若い詩人アナスの保護者となり彼に詩作させ
ることに決める。
　　〔顧問官はといえば、彼には持論があって、一つの原則に従っていた。……詩人としてこの
　　若者の最高のものを伸ばすためには、彼を一種の籠か囲いの中に入れておかなければならない。〕
　（ii）計画の変更：
　アナスの妻に未亡人のフランシーネが理想的だとも考えたが、例のバレーを見てからは自分の
妻にしようと計画を変える。
　　〔チェスの駒を全部並べ変えなくては……）
　（iii＞不幸な恋によって：
　アナスからフランシーネを取り上げ自分の妻にすれば、恋人同志は苦しみ、それによって良い
作品がアナスから生まれるだろうと思う。
　　〔太陽が空高く昇るように、彼の考えがわいて来た。不幸な恋は詩人の感情を鼓舞する。］
　（w）余裕ある態度：
　“独身男の祈り”一結婚しないように、もしすることがあっても不貞の妻の夫とならぬよう
に、もしそうだとしても知らされないように、知ったとしても気にしないように一一といったも
のである。ふとマチーセンはこの言葉を思い出す。
　　〔そのような考えは、心の建物の中に徹底的に清掃された～部屋をもち、自分だけがその部
　　屋の鍵をもっているのだと百パーセント確儒できる男に許される。〕
（v）結婚計画を披露する：
15年ぶりに訪ねて来たシ伯にマチーセンは自分が再婚する計画であることを一告げる。
　〔この私の尊敬すべきビーバー帽の下で、色いろこまごま忙しく思いめぐらしていました。
　この二羽の黄色の蝶々のようにそれぞれが出て来て羽をパタパタさせております。〕
（vi）　家政婦の計画
マチーセンの家で働くアバW一ネはアナスと結婚してレストランを開く計爾らしい。彼女はネ
一 88一
ズミしかいなければ、それで上等の料理をつくることも出来るような勤倹家である。
　　〔彼（アナス）は彼女（家政婦アバローネ）がスープの材’料にしようと考えているネズミな
　　のだろうか。）
（Vii）調和と幸福と青空：
求婚は成功した。婚約の期間三入は彼女の庭で幸福な藏々を過ごす。
　〔あたかもどこか他の空間と時間と青空の中で泳ぎ飛翔するまで、エーテルそのものの中に、
　今まで知らなかった調和と幸福の中に置かれているように思えた。〕
（viii）緑の庭、偉大な海底：
挙式をまつばかりのマチーセンは幸福の絶頂にあった。
　〔リベルテ荘の緑の庭でお茶を飲んでいる時には、偉大ですばらしい海底の深みで何Nも何
　週間もこの三人（フランシーネ・マチーセン・アナス）は生きていた。〕
（ix）思い出の花輪：
いよいよ明欝は結婚式である。マチーセンは昔の思い出にふける。
　〔長い聞忘れていた、あの出来事は彼の人生のノ1・さな花だった。彼の人生の花輪一野の花、
　野に咲く忘れな草。彼の人生には忘れな草、すみれ、パンジーと少なからぬ花々があった。
　果して今夜はその花．輪に一輪のバラを添えることになるのだろうか。）
（x）　計画変更の原因：
美しい花のようなポーズに魅せられたマチーセン。このフランシーネの魅力が原因であった。
　〔彼女（フランシーネ）は顧問宮を真正簾から見た。そして優美な押しつぶされた姿勢で縦
　に床の上に沈んだ一まるで茎を上にして投げられた～輪の花のように、まるで彼女の両脚
　が鋏で切られたように。〕
　（xi）運命の報復：
　操ることが出来ると確信をもった二人であったが、マチーセンにとってこの二人は自分のあや
つり人形などではなかった。二人に殺されてしまうのである。
　　〔今やまるで一片のきたならしいぼろのように彼は倒れ、大地にペッタリ横たわっていた。〕
（xi）はかり知れない深みへ：
マチーセンは何度も転倒しながら深みへ深みへと落ちてゆく。
　〔それは、顧問奮自身にとってみればただ一つの力つよい動きで頭から真逆さまに、ものす
一 89一
こい深みへとほうり出されたかのようであった。〕
（iII）H．　C．　Andersen，春の喜び、驚き：
　（1）堂々とした皇帝の行列：
　シ伯は世間で言う成功者、入々の羨望の的であったが、彼自身、精神的な複式帳簿をもって生
きていた。
　　　　　　　　　　　　　　（4）
　　〔童話“皇帝の薪しい着物”の皇帝のように彼（シンメルマン拍）は荘重に人生を歩んでき
　　た、多分彼自身の百だけは例外だったが一永遠に続く立派な行列の中で、すべての点にお
　　いて堂々とした姿で。〕
（ii　）震える裸の皇帝：
アナスは森の申でマチーセンによってシ伯に紹介された時、すぐ伯を晃やぶった。
　〔彼（アナス）は片時たりとも皇帝の新しい着物にだまされることがなかった。それどころ
　か行列の中心人物、シ伯が裸で震えているのを目ざとく見てとった。〕
　〈iiD）喪服をぬいで教会へ：
　長い冬が玄り五月になった。未亡人になってから一年過ぎたフランシーネは初めて灰色のオー
バーにうすい水色の帽子といういでたちで復活祭の日教会へやって来た。
　　〔彼女（朱亡人フランシーネ）は緑の木に止っている大きな森鳩のように幸福で、弱音器を
　　つけたバイオ￥ンで奏でるワルツ賄のように生きる喜びを体外に輝かせていた。〕
（iv）身体申で感じる春：
人も霞然も春の喜びに酔っている。
　〔この澄み切った甘い香を放つ夜の大気の中で、彼女は自分の体が若い白樺のように強くて
　軽やかだと感じた。細い腰はその枝のようにしなやかで、美しくて新鮮なリンネルの巣の中
　にある一対の温くて丸い玉子のように彼女の胸はさわやかにやすらいでいた。）
（V）ふくらむ詩入の思い：
アナスも森へ出かけ、春を楽しんでいる。
　〔この特別な春に彼（アナス）の心は太陽をめぐる惑星の軌道のような輪を描いて動いていた。）
（vD　鳥のような二人：
マチーセンも訪問して来た昔の教え子シ飴をともなって春の森へ散歩にでる。
　〔黒っぽい報を着た二人（マチーセンとシ伯）は、二羽の落ちついた鳥一もっとうきうきし
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た鳥伸間と連れだって五月の午後を楽しみに出かけたカラスかカササギに似ていた。〕
（vii）再会の喜び：
二人の再会は15年ぶりのことである。
　〔顧問官の方では多分ディオゲネスがアレキサンダー大王に会いたいといつも思っていたで
　あろうように、彼（シ伯）に会えたのがうれしかった。〕
（viii）花嫁のべ一ル：
森自身もだんだん優しさをましてくる。
　〔優しく霞んだ灰色の雨がtw　H間、花嫁のべ一ルのようにあたりを包んだ。3
（i＞c）森が飛ぶ：
新芽の出たすがすがしい森の申を散歩して人々はそこに春を見出す。
　〔うす色の絹のように美しい新芽があちこちに小さな羽毛のようにふき出る若い枝は、風に
　はためく軽やかな旗のようで、“森が飛ぶ〃かどうか試している小さな翼のようである。）
（x）抱擁する若い枝：
木々がその下を歩く人間たちに話しかけてくる春。
　〔ほんのりした香わしさ、さわやかな感じが抱ようしながらわれわれを取りまく。われわれ
　を愛撫するか祝福でもするように枝たちは少し上の方からおじぎをしている。〕
　（xi）シ伯の驚き：
　マチーセンが自分よりずっと年下の未亡人と再婚するというニュースにシ伯はひどく驚き、昔
自分が彼の生徒だったころのマチーセンを思い出す。
　　〔自分の手持ちのエースやキングに自儒満々な時に、彼（マチーセン）は小さな切札を出し
　　てコWりとやっつけてしまう。しかも彼には切札などすでにないだろうと思っている時に。〕
　（Xii）シ伯の驚き（2）：
　シ伯はマチーセンがフランシーネに恋をさせ、詩人アナスをも意のままに動かす力をもってい
ると思い、すっかり驚いてしまうと同時にー羨しいとも感じた。
　　〔何だって！と彼（シ｛白）は思った。ヒルシュホルムのこの老魔法使（マチーセン）は路分
　　の馴れ親しんだ妖精だけでなく、明らかに、森の精にも恋をさせ、おまけに恋をすると死ぬ
　　というアシュラ族の奴隷（アナスのこと）をも思いのままにすることができるとは！〕
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（xiii）そしてこの羨望：
シf白は自分がマチーセンに習った、若い頃を思い出す。
　〔それは昔のままだった。この羨望のかろやかな刺戟はまるで黄色い蝶の羽が心臓にふれた
　かのような柔かさだった。〕
6
考察
（1）Bmeder表現の素材と効果
　前章で見て来たように、ブリクセンが入物の性格や特徴を描き、彼のおかれた情況や、その棚
互関係を明快な絵で表現しようとするとき、その絵には多種多様の材料が使用され、その素材の
選択も的確であることに気づくのである。登場人物の思想や心理状態など抽象的な内的世鼻を描
写する場合、極めて具象的な絵による説明が舶えられることで、物語の意味内答が深められ、読
者の理解の範囲も広がりを持ってくる。
　Billederの中では人聞が・1・動物や鳥にたとえられ、人体の一部が植物になっているかと思うと、
反対に自然現象が人間の衣類の一部にもなっている。心の動きが毘虫や天体の動きとしてとらえ
られ、“驚き”もトランプの切札や、ポケットから取り出すネズミ（360）あるいは子供たちの宝
物を吹きとばす爆薬など（360）で、抜打的に何枚かの絵を並べて表現している。
　これらの素材には童話やマンガの世界を思わせる幻想的でロマンチックなものから、われわれ
がH々使胴する身の圃り品や日常生活の知恵まで一役買っているが、古典文学や哲学あるいは芸
術、宗教に源流があると推察できる非常に洗練された素材も数多く登場して変化に富んでいる。
　Billederの中ではAがBに羅き替えられるばか｝）でなく、A＋Cの関係やA→Cへの動きがB
＋D、B→Dで取って替えられるなど立体的で動的な比較対照が頻繁に駆使されている。また事
物を象徴的に用いる場合でも、文脈からみてこういった奇抜ともいえる特異な素材や逆に陳腐と
いえる素材が、それぞれ巧みな手法で物語にとりいれられ、変化に富んだ内容を構成しながらス
ケールの大きいメイン・テーマはゆるぎなく展開されて行くのである。
　テーマの申で人形（フランシーネ）が地上楽園の設計者（マチーセン）によって聖人にまで変
化してゆく過程を～連の絵で劇画的に表現するユニークな手法はまことに興味深い。まず歴史的
エピソードの中に顎、が現れ入体の一部で人形の全身の出現を暗示するが（1．｛）その顔が
デンマークの悲劇を生んだ王の顔であることから、読者はすぐに悲劇の要素を思い浮かべるであ
　　｛D
ろう。次に人形のような女性が登場する。彼女の特徴は鳥のように軽やかな身のこなしである（1．
iD。当然鳥として象徴されるプシケの出番で、この女性の描写が次第に具体的に紹介されてゆく。
プシケはまた蝶の形でも象徴される。蝶は魂の遍歴の一つの過程を表すわけだが、この蝶の羽の
動きによって主人公マチーセンの心の動きや（II．iii）、来客の羨望の感情など次々と衰環されて行
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　　　　（21
〈（360）。　プシケといえば・ギリシャ神話のほかに、H．CAの童話作鵡1”Psycl｝e賑”があり、その中
に語られる芸術作品プシケと、そのモデルになった一入の美しい女性の冷たさなどをも思い出さ
　　〔3｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊
せる。このようにプシケ（王．iii）にも複数のイメージをからませている。さらに人形に音楽とバ
レーといった芸術性を加えてよみがえらせ、人形は踊り始めるのである（1．iV，　v）。
　この女性（フランシーネ）の恋人（詩人アナス）は、彼女を最初は“子供のようだ”と考え、
次には「人形だsと考えてゆくのだが、その子供あるいは人形の心理状態の転移を巧妙にとらえ
ながら、古典美を象徴した人形とは別の視点で彼女を描写している（1．vii，viii，ix）。
　人間慮体が立派な芸術贔とみなされることは別に珍しいことではないが、それが野菓畑を歩き
園るという素材の組合せには新鮮味があり、また単にそこに置かれた静止した像ではなく、動き
園るという動的な表現によって、その芸術作品（詩人とフランシーネ）を観察追求しつづける者
（マチーセン）の心の動きも同時に的確にとらえられている（1．x）。
　人形の顔の～部分、口と昌の描写には、簡潔な表現の申に実に種々の意味を持たせている点も
注日される。　“白色の平面に黒い穴”（1．Xi）といった色彩と形は単純なようだが極めて複雑に
内容と関わりをもっている。顧問窟は“臼くて丸いものt’が好きである（378＞。黒はもちろん白と
対照の色彩だから、彼の好まない色であり物である。また一般的にも黒は不幸の象徴でもある。
丸いものと相対する平画も彼のきらいなものだろう。つまり色彩も形も彼が好まない時の人形は、
事実失恋という最悪の心理状態におかれている時の顔つきをしている。“丸いもの”の好きな彼
の性格はまた、完全なものを得ようとする彼の行動にもつながり、詩人とその恋人（フランシー
ネ）の両方を自分のものにしなくては気が済まない。物語に出没するアフォリズムー一半分は全
　　　　　　　　　　　　　　　（5｝
体より大きいという来客シf白の言葉一一と彼の好みとは正反対であることも読者には物語の最後
に理解できるのである。このように、読者の見のがすかもしれない、微妙な絵画的表現が、その
底流でメイン・テーマや主役の性格に深く関わっていたり、事件とは～兇無関係に思えた絵が後
に出てくる事件を暗示しているが、このようなことはブリクセンの作蔽では珍しいことではない。
さりげない文童の背景に彼女の直観、洞察力の鋭さを兇せられる思いである。
　想像力のすばらしさはブリクセンの優れた才能の一つである。力の抜けたように地上に立つ一女
性の絶望感と、おもりにつながれ海底にふらふらと立つ水夫の姿に共通性を見出す想像力には極
めて特異な何ものかが潜んでいる。ぞっとする程の恐怖感を抱かせる絵。海瀬を鏡にして、立って
いる実体とその映像のように、上からつり下げられている’人形”と下から引っぱられている死体
を対照させた面白みといおうか、偶然とはいい難い不思議な直観力がうかがえる。地上のものを
海底の事物にたとえる技法はブリクセンの作編に極めて臣立つ文体である。それについては後に
言及したい。
　石を抱く女性の激しい殺意は、魔力でただ一人の子供を石に変えられてしまった……”とい
う表現で、この女性のうらみ、復しゅうといった強い感情が暗黙の中に感じとれる（1．Xiii）。次
に現実に銃で射たれ、今また石でとどめを刺されようとする男が、死の直前にすべてを理解し、
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自分たちは詩の楽園にいると信じて、自分を殺そうとする女性に“聖なる人よ”と呼びかけると
ころでは、現実の把握の仕方に、両者の間で大きなギャップのあることがわかる。この最後の絵
は現実生活と芸徳の矛暦ともいうべきものが端的に象徴されているようである（1．）tiv）。
　ブリクセンがこの男をポロ布にたとえていることは興味深く、彼女自身が実生活と芸術をどの
ように考えているかがうかがえる。彼女の立場は少くともこの顧問宜とは相容れないのではなか
ろうか。顧問官は詩による楽園建設のためには、他入はすべてこの計繭のための材料であるとい
う発想をもっていることがわかり、非常に強い自信をもって客観的に自己をみつめている彼の態
度がIIのグループの引用で理解できる。物語の最終の絵、もうろうとした幻想の中で底知れぬ深
みに投げ出されたように感じた顧問宮の物事の核心に迫るシーン（II．Xii）は、“ブルーストリー”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽうき
の中で二そうの船が、ある時、急に地球の中心へ向かい、そこで出会うといったシーンを思わせる。
（2＞海隆に関するBilleder
　ブリクセンのBillederの一群は海底に関するものである。それは作晟“詩人”に限ったことで
なく、「アフリカの農園」（Denαfrihanshe　Farm　l973）にも早朝、車でアフリカの高原を行く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛7｝
情景を暗い深海の底を行くかのように描写しているし、また、竣のコペンハーゲンでの会話”
（Samtale　om　Natten　i　Kzbenhavn　1953）でも町の街灯が海底で燐色の輝きを放つクラゲだと
　　　⑧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（y｝
いい、貴重な会話の瞬間を深海のかきの中にある真珠にも似ていると書いていることでもわかる。
同じように“詩人”にあっても、この種の海底に関する絵が数ヶ所出てくる。引用はしなかった
が、顧問樹が“人形”のバレーを見た帰り、ヒルシュホルムの町が静かな澄み切った朝の空気の
中で、まるで海底に横たわっているようだと思い、家々の赤い屋根をサンゴに、そして立ち昇る
煙を海面に向って伸びている海草になぞらえている（353）。シ伯が、自分の島をつくるサンゴ虫の
ように自分の精神世界を築いている間……といった表現もみえる（356－7）。またすでに引用した
（IL　Vii，　viH）調和のとれた幸福を青空を飛ぶ気持にたとえ、続いて“偉大ですばらしい海底”で生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹
きたといった表現でも現している。ブリクセンはH．C．A．のように海の申を物語の舞台にしてい
ないが、その形容詞からも察することができるように、海底をすばらしい場と考えていることは
興味深い。ブリクセンにとっては、大空も海も～つであり、どちらも同様に鮮明である。
　海底のイメージの中でも引用（1．）‘ii　）に示した海底の水夫の例は、上記の諸例と異るもので、
その迫力についてはすでに述べた通りである。
　ブリクセンの内的世界はアフリカ滞在の経験によって非常に拡大されたことは疑いないと思わ
れるが、無意識の象徴とされる海（海底）を何度も地上（意識の象徴）の出来事に呼応させ比較
することと何らかの関係があるのではないかと考える。
（3）使用されている形容詞などからも、ブリクセンのもつデンマーク古典への造詣の深さが指摘
　　　　　ゆ
されている。　“詩人”の中でも直接間接にいくつかのH．C．A．の童話のシーンを思わせる絵が登場
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し、多くの童話と共通の素桝があちこちに用いられていることに気づくのである。前述のように
彼女が幼い頃からH．C．A．の童話に親しんで来たとすれば、彼から強い影響を受けたことも不霞然
　　　　〔12｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
ではない。以下H．CAとブリクセンの関連を指摘する例とし、4点考えてみた。
　引用したように（Liii）まずプシケにH．C．A．の“Psychen”を，蟹、わせ、芸術家の造った像のモデ
　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
ルになった女性のもったであろう性格を“人形”に帯びさせている。
　次に顧問官が息をころさんばかりに“人形”フランシーネの踊りを見ている姿は、“りりしい錫
　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒
の兵隊”（Den　standhaftige　Tinso｝dat）の中で、一本脚の兵隊が踊り子を眺めている姿（Samlede
Eventyr　L　136）に似ている。しかし“私の妻にいい”（Det　ver　en　Kone　for　migt　ttenkte　han）
と錫の兵隊は思うが、自分の身分を考えてしまう。一方顧問欝は、’踊り子”をみてからは肉分
の妻にすべきだとの計画をたて、それを実行するといった違いがある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　鋏で脚を切られたように（II．　x）の箇所は、　”赤い靴”（Den　rode　Sko）で死綱執行人が赤い
靴をはいて踊りつづけた主人公カーレンの脚を斧で切ってしまった箇所を思い出さずにはおかな
い。童話の世界では脚は無造作に切断されてしまうが、特人”では、fまるで……のようだ」とい
う1薮喩の形をとり、物語の現在では起こらなかった出来事として描写されている。
　描写のテクニックについて云えば、（1．vi）に引用したようにH．C．A．的な擬入法とも思えるも
ので、彼の童話の一部から取り出して短編の中ヘモザイクの一片のようにはめ込まれた感じさえ
与える。ここでは“人形”自体についての直接な描写をする代りに、周囲の部置の有様を擬人化
していきいきと描きながら、これが人形の家であるとの印象を与えるため、自ずと、その家の主
入公が人形であるということを暗示する。この方法は、雪の女王を語らずに、いやが上にも雪の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮒
女王の存在を読者に意識させたH．C．A．が成功した描写のテクニックに似ている。
　その他、絵の中には童話的な魔女、魔法使、森の精などの素材が使用されているが、H．C．A．の
童話のように彼らは独立した人格をもって舞台で活躍することはなく、物語の中に登場する人物
が、上記の童話的な空想と幻想の産物たちの名で呼ばれ、それらの性格を登場入物が．具えている
ことが暗示されているにとどまっている。
　次は童話との相異であるが：
　アレキサンダー大王と哲人との再会のエピソード（III．vii）的な出来事を小説の中の現在に関係
づけて意義を持たせるといった作法は、決して童話の申ではみられない技巧であろう。このよう
にブリクセンの作品が童話的な素材一一原始的なもの、幻想的なもの一一を包括しながらも童話に
なり切らないわけであり、また単に童話に終わってはならないのである。童話の形式では充分に
表現し切れない人間、特に男女間の細かい心の動きや、生命、死、愛、芸術、永遠、時聞といっ
た多くのテーマを一つの短編の中に盛り込まなければならないからである。
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1．交頭の引用文〔駅）
　　〔カーレン・プリクセンの物語にみられる神秘的なものや内容豊かなもの、更に東洋的なものは、彼女の作贔
の本質ではなく表面的なものといえる。彼女の物語を構成していると思える素材は、実は完全には彼女の繕作活
動として取扱われてはいないのだ。
　彼女の作品の申では内面的な盤雰と外颪的な世界が相互にオーバラップし合っている。まるで横物が二つの分
布領域にまたがったり、あるいは並列して生えているようだ。彼女が一つの黒来事を物語る場合、その議来嘉が
明確な姿をとって浮かび上がるまでに独特の分析過程をたどっているのだ。それは観念の中で解体される蝋に知
的な作業ではなくて、もっと深いパワーから発する閃き、つまり絵醐的な感覚に密薦した、いきいきした映像を
鮒乍する彼女特有の分析なのである。〕
本交5の中の引用文（原文）
（1）
　　（　i　）　　一一〇g　Kongen　kのre　ud　i　siB　Karet，　sGm　　en　elegant，　pu（iret　og　sn¢rt　圭il韮e
Dukke　med　et　tomt　Ansigt．（337＞
　　（ii）　Kun　var　en凱le　smrekker，　men　fint　ru隷det　ung　Person，　der　saa　ud　s。m　en
Dukke，＿ikke　en　af　nutidens　Dukker，　der　s②ger　at　efter｝igne　搬e臓neskelige　Smaaberns
Udseende，　men　’en　af　de　Dukker　fra　gamle　Dage，　som　i　Lighed　鵬ed　MeRneskehedeR＄e！v
streebte　｛鵬od　et　abstrakt　Sk¢nhedsideal。　Hen（ies　store　line　var　saa　klare　＄◎m　Gias，
og　hendes　fine　elenbryn　og　lange　④env｛PPer　saa　store，　s◎m　o獄　de　ver　ma｝ede　paa
hendes　Ansigt田ed　en　sp重ds　Pensel．　Det　elendommeligste　hos　heBde　var　heRdes
Beva∋gelsers　Lethed．　Den　var　so顯　　en　Fug孟es．（344＞
　　（iii）　Der　var　noge乞a｛eR　Psyke　i　1）ukken．（3護5）
　　（iV）…・og　st・d　ganske　stille・g　v・gtede　paa臨sikken，　medens　hendes　blide
Dukkeansigt　lyste　af　Lykke、（351）
　　（v）　Idet　hendes　Takt　faldt圭nd，　kom　hun　pludsel｛g　亡i至歪ive。（351）
　　（vi）　Spine亡tet，　Spi琵edaasen　og　Sto璽e職e　havde　trukket　sig　tilbage　med　Ryggen　mod
Veeggen，　som　om　de　var　lidt　baBge　｛or　ham，　som　Mzblerne　圭et　D登kkehus，　der
forskrtekkedes　ved　en　Voksens　Ti｝synek◎mst．・・一・・Han　prevede　paa　a£bero難ge　dem．
“
Jeg　er　ikke　kommeg”sagde　han　t｛1　de搬，“for　a宅②deleegge，　men　for　at　fuldbriRge．・　・”（3651
　　（vii）　Idet　Anders　betragtede　hende，　huskede　han，　at　ha臓enga訟g　i　sine　Tanker　Ilavde
sa磁men1重gnet　hende　med　et　Bar賑，　so揃paa圭ngen　Maade　vi｝de　ski歪豆e　sig　af塒ed　s撫
Yndlingsdukke，　og　denne　Yndhngsdukke　var　ham　seIv．（375）
　　（vili）Nu　saa　han　hende　anderledes，　hun　var　Dukken　so凱ikke　vllde翻ste　slt　Barn，
det　Bam，　der　skulde　lege　med　den，　kltede　den　af　og　paa，　og　falde　i　Henrykkelse
over　den．（375）
　　（敷＞Nu　var　hun　en　＄takkeis　v圭｝dfarende　Dukke，　en　herre正⑦s　Dukke　overa｝t量VerdeR，
undtagen　量　hanS　｝｛eender．（375）
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（。）・－S・ad・。。e，　m、。gf。ldig，　R，p．・d。k・i。。，。　af　h。斑assi、k　K。。、・b，v。9，del
sig　de識ne　Sommeraften　｛K②kkenhaven　paa　Friんeden．　（376）
　　（ぬ）　Endogsaa　hendes　lange　｝玉aar　hang，　ligesom　hendes　Arme，1量vlのst　ned．　｝麦ende呂
fr藍ske　og　bl重de　Dukkeans重gt　var　op豆ost　og¢de｝agt　af　Taarer．　Dukke鷺　var　slaaet　itu，
dens　klare　Zjne　og　de簸s　Rosen！nund　var　nu　ikke　a識det　end　sorte　｝玉uller　i　den　hvide
Flade．（390）
　　（）di）　Hendes　Fortvivlelse　ho歪dt　hende　Qprejst，　1童gesom　Blyet　i　de　smaa　Dukker，．
Bのm　Ieger　med，　e歪ler　den　Veegt，　der　er　bundet　ti墨dzde　Semeends　F②dder，　saa　at　dg
svajer　staaende　paa　Havsens　Bund．（390）
　　（xi｛i）　・・・…　og　ho歪d之den　med　al　sln　Styrke　董begge　Ar搬e，　presset珈d　mod　Brystet，
sGm　var　den　hendes　eneste　Barn，　der　af、den　gamle　Troldmand　var　forvandiet　t圭l　Sten．
（391）
　　（xiv＞　　“Hel茎量ge，　Fransine，　he11ige，　det　er，　hvad　v呈　er，”　sagde　｝エan，　、、he註ige　Marionet－
dukker．”　（391）
（王王〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　．
　　（　i　）　　　　・…　　－　a£　Justitsraade擁，　hvad　ha鵬　a職gik，　havde　e登　Teor藍・og　fu蓋gte　et　Pr三ncip．
・・＿・・ aもde臓　Mand　maatte　holdes　i　et　Slags　Bur　el｝er　Indlukke，　for　at　det　bedste　i
ham　som　Digter　ku韮de　fremkleekkes．（341）
　　（ii）　＿＿han　maaもte　st圭1圭e　om　paa　a玉le　sine　Br茎kker　paa　Skakbreedtet．（352）
　　（iil＞　｝｛a親s　Tanker　steg，　a茎t　som　So茎en　sもeg　hのiere　paa　Himlen。　U茎ykke至ig’玉くξer豆ighed
er　en　ma≡gtig　beaandende　Fのlelse，・・一・・（353）
　　（鳶＞　Saadanne　Tanker　kan　en　MaRd　もil至ade　s三9，　der　i　sin　Aands　Bygnin琴　har　et
grundigt　renskuret　Ru擶，◎9　er　fu｝dkQmmen　sikker　paa，　at　kun　han　selv　har　Nのgle轟
t≡董　（韮et．（353）
　　（v＞　U籍der　denne　搬圭n　eerveerdige　Kastorhat　har　leg，　alt　i職ede轟s　leg　har　lyttet　t三l
Deres　aandfulde　Betragtninger，　syslet凱ed　s凱aa　Ta眺er，　der　kom　fre塒　og　f璽agrede
omkring　ligesom　d呈sse　鉛　gule　Sommerfug圭e；・・一・・（359）
　　（栂）　Var　ha轟de鷺Rot£e，　som　hun　havde　teenkt　at　anvende　tl至sin　Ra拷o貸t？（364）
　　（v三i＞　Det蚕orekom　ogsaa　ham，　so撚　om　han　he聡sattes　til　et　andet　R慧m　og　i　en　anden
Tid，　op　i　se至ve　Eteren，　lnd田han　svemmede　og　f茎のl　lδet　B｝aa，　og　l　e陰hldti玉uken戯
Harmon圭og　Lykke．（373）
　　（v｛ii＞　IDage　og　Ugevis　levede　den礁e　Trio，　selv　naar　de　drak　The　｛den　grenne
｝｛ave　paa　Fr量heden，　l　store　himmelske　｝iaves　Dyめder．（373）　　　　　　　　　　　　　　、　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－97一
　　（】X）　Denne　forleengst董orgle狽te　｝独nde至se　var　en　h互le　Blon｝st　i　hans　L量v，　i　hans　L1シs
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
猶
Kra礁s，　en　Markblomst，　en　vi蓋d　Forglemmigej．　Der　var　ikke　faa　Blomster　－Forglem－
migejer，’Violer，　Stedmoderb壼omster－ihans　Liv．　Mon　denne　Nat　vilde　sette　e轟Ros、q
i　Kransen？　（380）
（x）　　…　　一曾saa　hun　l圭ge　hen　paa　Jus振tsraaden　og　sank　lodret　ned　paa　Gulvet　i　en
y繭琶・k…tStllli・g…m・・Bl・m・ちd・・bliver　henkast・t　．m・d　S乞ilk…　P・d・gansk・
so塗〕o瓢　begge　hendes　Ben　var　blevet　klippet　af鵬ed　e職　Saks．（351）
　　（M）　・…　－fald乞nu　sammen　og　laa　paa　Jorden’soln　en　Byldt　gamle　Kleeder，・一…
（392）
　　（xii）　　For　Justitsraaden　se歪v　var　det，　so瀟　om　han　i　en　　enes£e　meeg｛£g　Bev鐙gelse
var　blevet　s壼ynget　paa　Hovedet　ned　l　en　u凱aadelig　Afgrund．（392＞
（H至）
　　（i）　So鵬Kelseren　i　Forttel玉ingen　o鵬　Kelserens　nye　Kieder　skred　han　vte．rdigt
gennem　Livet，　so鵬　i　e職　evigt　vare訟de　s亡or　pro℃essio熟，　en　imponerende　Fig疑r　paa
alle　Maader，　undtagen　maaske　i　sine　egne　Zjne．（356）
　　（ii）　　Thi　han　　lod　sig　ik｝〈e　noget　Ojeblik　narre　af　Kejserens　nye　Kleeder，　men　saa
straks　Grev　Schimmelmann　som　M重dtpunkt　i　Processionen，．．gysende　ideR　bare
Skjorte．（361）
　　（iii）　｝玉un　var　saa　歪ykkelig　som　en　R圭ngdue　圭et　grzRt　Trte，　◎g　uds£raa玉ede　en
Livsgl配de，　der　var　so鵬　en　Va玉s，　spil至et　paa　Violin　med　Sordin．（346）
　　（w）　Iden　klare　sのdt　duftende　Aften沁ft　fのlte　hun　s量t　eget　Legeme　saa　s漉rkt　og
let　som　et　ungt　B｛rketrre，　sin　smalle　bのle最g　som・en　Kvlst，　Qg　slRピu聡ge　Bryster
hvi歪ende　let　so！n　et　Par　varme，　runde　Eg　i　deres　Rede　af　fi賑t，　friskt　Leerred．（376）
　　（v）　　｝至ans　Hlerte　bev融gede　s童g　i　dette　seer1量ge　Foraar　i　Kredse　saa　v鎗ldige　so憩
P玉anternes　Baner　omkring　So豆en．（361）
　　（vi）　Ideres　mzrke　Kleeder　1圭gnede　de　亡o　adstadige　FμgleジKrager　e｝1er　Skader，l
der　var　ude　at　nyde］Maleftermiddagen　sammen　med　deres　mere　iivlige　Fuglef韻ler．
（357）
　　（vii＞　Justitsraade韮，　for　sit　Vedkommende，　vilde　altid　have　veret　glad　ved　at
tr総ffe　ham，　saaledes　so憩Diogenes　sandsynllgvis　altid　geme　have　medt　・Alexander．
（357）
　　（v宝ii）　Den　bl圭de，惚t亡e，　graa　Regn　fa歪dt　i　nogle　I）age　omkring　hele　Verden　som　Slzret
omkr勧g　en　Brud，　og　der　kom　en　Dag，　hvor　alle　Skove　s乞od　gr⑦薮礁e．（354＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－98～
　　（以）　Det　unge　lyse，　silkefine　Liv　springer　ud　hist　og　her　60m　smaa　Dun，　heie｛
nyudsprungne　Grene　s£ikkes　ud　som　lette　Flag，　der　valer，　s搬aa　Vinger，　so搬Skoveぜ
prのver　－　“Skoven　flyver．”　（354）
　　（x）　Grenene　bのjer　sig　lidt　ned　og　oppe　fra　so憩　for　at　keertegne　e1｝er　veisigne
os，　og　vandrer　man　saa　videre，　gaar　man　fremad　hvor　Velsig臓elsen　uophのr正童gt　da正er
ned．（354）
　　（ぬ）　Naar　man　sad　tryg£iTil茎id　til　sine　Esser　og　Kenger，　spi韮ede　ha鶏en　ganske
liile　Trumf　ud，　der　slog　dem　ned　med　et　Slag，－og　det量et　2｝jebl量k，　da　斑an　troede，
at　der　意ke　var　f｝ere　Trumfer　inde。（360）
　　（xii）　“Hvad1”　惚勲kte　han，　“raadede　den　ganlle　Tro正dmand　i　H隻rshhol猟　ikke　alene
over　sin　ve正kendte　｝玉usdjeevel　og　七ydeligvis　ogsaa　over　en　Dryade　at　elske，　havde　han
tillige　i　sln　Besidde豆se　en　凹g　S重ave，　ud　af　den　Stamme　Asra，　der　dzr　naar　de
elsker？”　（362）
　　（xiii）　Saa　b歪idt　sQm　var　det　de　guie　Semmerfuglevinger，　der　havde　berのrt　　hans
｝｛jerte．（360）
〈注〉
1
〈1）
（2）
（3）
2
（1）
〈2＞
（3）
　　ンの父にあたる
（4）
（5）
（6）
4
（1）
（2＞
（3＞
（4）
§
〈1｝
（2＞
〈3＞
（4）
c£　農1揺愈8　．
cf．拙論2．
c£Aage　Henriksen，63．
Adolph　Wilhelm　Dinesen（1807－76）。
K．Blixenの大伯母にあたる家族の城
c£H．C．A．：Deres　broder“gt　hengtvne、243，　cf．　Erling　Nielsen　53，59，66。（“彼女の父”はブリクセ
　　　　　　　　　　Wilh　elm　Dinesen＞
cf　The　Witd　Swan，ユ9．
cf．　Aa．　Henriksen，97．　K．B．はシェイクスピアやゲーテから特に“spe］lingsteknik”を翌得した。
cf．　L　Henriksen，31二“Shakespeare，　som　jeg　har　elsket　fra　jeg　var　ganske　ung　pige．”
cf．　Aa．　Hansen，60：“1870年以降のデンマ～ク大作家は何らかの影響を受けている3
c£Aa．　Henriksen，10．
Gyldenda韮社より1960年8月23B刊　5，000部発行された。
cf．　Hannah，116．北欧の諸劇場で上演もされた。
W．Morris：Eα　rtht．v　Pαrαdise（1868－70）をK．B．が意識していたかどうかは不明である。
“ Psychefi”　H．C．A．：Samtede　EveiLtYr　H玉105．
“
Den　standhaftige　Tinsoldat，”Eventyr　I，　136．
プシケはまたある時には蝶として象徴される。
“ Kejserens　nye　K1副e尋Eventyr　I，93．“裸の王様”などの訳あり。
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6
（1｝
（2＞
｛3｝
（4）
（5）
（6｝
（7）
（8）
（9＞
（le＞
（ll）
（12）
（13＞
（14）
㈲
⑯
Christian　7世　（1749－66－1808）、　c£　手出論．2、　27．
“ saa　blidt　som　var　det　de　gule　SommerfUglevinger，　der　havde　berert　hans　Hjerte．”
c｛．　Eventyr　III，　1eg．
ギllシャ神話、　K．C．AりW．　Morrisの“Psyche”etc．
テキスト、378。
叢銭言総5　、　156．cf．　VinteT－Eventyr，　46．
Den　a∫r．　Fa　rcr9／？6
Samtαte．167．
Samtαle。王76，
Den　lii｝e　Havfrue（人魚姫）etc．
cf　Larsen，　130－131．
→2、（6）
さわられる事がきらいだという性格　“HuR　var　i　allerhejeste　Grad　tilbageho韮dende　over　fbr　Berering，’t
“ 詩人”テキスト345。cf．　Eventyr　III，109（Psychen）．
Eventyr　I，　136．
Eventyr　I　，　333．
cf．季出言命7、　52．
TEXT：Karen　BI圭xen：Syv　fantαstisk．e　Fortetttnger，　Gyldendal，　Copenhagen，1969．
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　　　1975．
3．Andersen，　V三lhelm：Dansk　“tterαtUr，　Fo7sんπ碗g　og　Undervtsning，　Gyld．　Ugleboger，　Cope曲agen，
　　　1970．
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5．Christensen，　Folmer：Litte　ra　tu　rtehsik　on，　Gjellerup，　Copenhagen，1969．
6，Hannah，　D。nald：1＄α左Dinesen－Kαren，　BetXen，　The　Mαskα雇the　Reαlity，　Putnam＆Co．，　London，
　　　1971．
7．Hansen，　Aage：Sprog　i　sproget，　Gyld．　Copenhagen，1972．
8．KeRriksen，　Aage：Det　gudd・・MMeKge　bαrn・9　a・Ldre　essays・m　Karen　BeSxen，　GyldeRdals
　　　Ugleboger，　Copenhagen，1970．
9．Henrlksen，　L三seiotte：Karea　Bttκeπ一／sak　1）inesen，五17L　btbttogrαft，Gy王d．　Copenhagen，ユ977．
10．jCLA（fi本比較文学会〉：　ジャンル別比較文学論、カルチャー出版祉，Tokyo，1977．
11．Kawai，　H．（河合隼．雄監訳）：人間と象徴，上下，　河出欝務　，　TGkyo，1975．
12．Kobayashi，　H．（小林　英夫　）：文体論の建設，　みすず：潜房，　Tokyo，圭975．
13．　Larsen，　F短n　Stein；Presαeπs　Monstre，　BerliRgske，　Cbpenhagen，1971．
14．Migei，　Parmenia：Tttαnia，　Random　House，　New　York，1967．
15．Ohe，　K。（大江健三郎　外）：大学を考えるThe　Malnichi　Press，　Tol〈ye，1978．
16。Nie韮sen，　Er韮三ng：ff．　C．　Andersen，　Gyld．　Uglebeger，　C・penhagen，1963．
17．　St三rling，　Monica：The　Wild　Swαn，　The　Life　an（i　T　iaπes　oノ　」！fans　Clwtεttαn　An（iersen，　MarCOIirt
　　　8race＆World，　Inc．，　New　York，1965．
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その他
1．Okada，　Reiko（岡田令子）：カーレン・ブijクセンー人とその作贔についての小論一大阪外大学報29号．
　　　　　　　　　　　　　1973．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
2。　　　　　〃　　　　　カーレン・ブリクセン：“詩人”における小説技法とその内容　IDUN　三　大阪
　　　　　　　　　　　　外大　デンマーク語学科　1973．
3．　　　　　〃　　　　　カーレン・ブij・クセン：“Sorg－Agre”一人間の粂件一大阪外大学報31号
　　　　　　　　　　　　1974．
4．Okada，　Reiko（岡騨令子）：カーレン・ブリクセン：Den　a．fr．　Fa　rmにみる生活と思想　IDUN　II　1974．
5．　　　〃　　　　　　　カーレン・ブリクセン：“カtネーションをつけた若い男”にみる文学観大阪外
　　　　　　　　　　　　大学報　1975．
6．　　　〃　　　　　　　　“人魚姫”の中にみられるH．C．Andersenの内甦勺澱界　醤語研究双書王
　　　　　　　　　　　　蛭沼寿雄教授選歴記念論文集　大阪言語研究会。罠本ケルトケルト研究会　1976．
7．　　　〃　　　　　　　　“雲の女王”一その中にみる男女の元型一　IDUN　III　1976．
8．　　　〃　　　　　　　　カーレン・ブリクセンー詩人の使命一一“Heretlca”との関｛系において　大阪
　　　　　　　　　　　　外大学報41号　1978，
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